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　20年以上の長きにわ
たり統計調査に従事・貢
献したとして、泉４の中
村友一さん（74歳）に北海
道知事感謝状（20年級）が
贈られました。

　伝達式は11月９日、役場で行われ、德永町長から中村さん
に賞状と副賞が手渡されました。
　中村さんは1962（昭和37）年の商業統計調査を皮切りに、現
在まで数々の統計調査に従事。その功績により、1973（昭和
48）年には知事感謝状（５年級）を、2002年には同（10年級）を受
賞しました。また、2007年には経済産業省調査統計部長感謝
状、2010年には農林水産大臣表彰を受賞しています。

長年にわたり統計調査に尽力

中村友一さんに道知事感謝状

11月９日

　昭栄小学校（奥田泰朗
校長）の全児童６人が11
月12日、特別養護老人ホ
ーム摩周と摩周厚生病
院を慰問しました。
　いろいろな世代の方
と交流を深め、お年寄り

を大切にする気持ちを育んでほしいと行ったものです。入
所者や入院しているお年寄りに、児童が地域の方と一緒に
取り組んでいる郷土芸能「摩周蝦夷太鼓」の演奏を披露しまし
た。また、学校のビニールハウスで育てたサツマイモをプレ
ゼントしたほか、お年寄り一人一人と握手をし、言葉を交わ
して交流。お年寄りの皆さんは目を細めて喜んでいました。

11月12日

　環境省・川湯自然保護官
事務所は11月11日、阿寒国
立公園川湯地域運営協会、
自然公園財団川湯支部、摩
周・屈斜路パークボランテ
ィアなどの協力を得て、川
湯温泉街から硫黄山麓へと

伸びている「つつじヶ原自然探勝路」の整備を行いました。
　道をふさぐようにイソツツジなどが繁茂していたため、生育
状況を見極めた上で刈り取り、搬出しました。作業後、中原一成
自然保護官は「地域の皆さんと一緒になって歩きやすい探勝路
にすることができ感謝している。川湯の誇る日本最大のつつ
じヶ原を満喫しに、ぜひ足を運んでほしい」と話していました。

11月11日
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　第10回火の用心パー
クゴルフ大会が10月28
日、別河川敷パーク
ゴルフ場で開催されま
した。
　秋の火災予防運動の
一環として開催された
もので、58人が参加。ス
ポーツを通じて防火意
識の向上を図りました。

　大会結果は次のとおりです。（敬称略）

▼男子の部 ▽優勝／大塚義昭 ▽準優勝／藤林光一

▼女子の部 ▽優勝／酒井繁子 ▽準優勝／樋口明美

10月28日

住宅用火災警報器を設置しよう

火の用心パークゴルフ大会を開催

　おひさま保育園（清水節子園長）の年長・年中児が10月26日、
摩周厚生病院を慰問しました。
　この時期に毎年行っています。入院中のお年寄りなどを
前に「よっちょれ」と「弟子屈音頭」を元気いっぱいに披露した
園児たちに、たくさんの拍手が送られました。患者さんは
「とてもかわいかった」と、うれしそうに話していました。

おじいちゃん・おばあちゃん元気になってね

おひさま保育園児が厚生病院を慰問

　町内の小・中学生を対
象とした、川湯エコミュ
ージアムセンター主催
の自然体験活動「もりの
パレット探検隊！」第４
回が10月27日、小学生20

人が参加して行われました。
　今回のテーマは天然ジャム作り。町内で採れたヤマブドウで
作ったジャムは、天然そのままの味と甘みを加えた２種類。自
分たちでパンも焼き、ボランティアさんが用意してくれたヤマ
ブドウジュースとともに試食しました。子どもたちは「酸っぱ
いけど、おいしい」と言いながら、味の違うジャムを食べ比べ、
ジュースをおかわりするなど、舌で秋を満喫していました。

天然ジャム作りに挑戦だ！

小・中学生向け体験活動「もりのパレット探検隊」
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10月27日 10月26日

　川湯エコミュージアム
センターを拠点として自
然保護活動などを行って
いる摩周・屈斜路パーク
ボランティアの皆さんと
環境省は11月4日、藻琴山

登山道に設置していたロープの撤去作業を行いました。
　本格的な登山シーズンも終わりを迎え、春先に土砂崩れや
貴重な植物域を保護するための注意喚起として張った、山
頂下の広場や屏

びょう

風
ぶ

岩周辺のロープを取り外したものです。
　山頂には既に積雪があり、この日もみぞれ混じりの強風
に見舞われる厳しい寒さの中、ボランティアの皆さんはか
じかむ手を懸命に動かしながら、作業を進めていました。

11月４日

登山シーズンの終わりを迎え

パークボランティアが藻琴山登山道のロープを撤去

　町と道立
総合研究機
構環境科学
研究センタ
ー主催の環
境学習会が
10月31日、

川湯中学校（辻川尚志校長）で行われました。
　昨年に引き続いての開催です。今年は「音」がテーマ。周波数
や音の大きさなど、音とは何かという話と、音に関する環境
問題として騒音についての説明がありました。生徒は、騒音
とは感覚公害であることと、その対処方法を学び、環境問題
についての認識を新たにしていました。

騒音など身近な環境問題を学ぶ

川湯中で環境科学研究センターによる環境学習

10月31日
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　弟子屈中学校
（吉田亨校長）と川
湯中学校（辻川尚
志校長）の３年生
72人が11月７日、
摩周焼体験学習
を行いました。

　総合的な学習の一環として毎年行われているもの。郷土
を代表する工芸の一つである摩周焼の制作を通して、思い
出をつくり、郷土を愛する心を育てることが目的です。摩周
焼窯元の森雅子さん（奥春別）を講師に招き、森さんとそのお
弟子さんたちの協力のもと、多目的カップ作りに挑戦しま
した。作品は、12月中旬から公民館で展示される予定です。

陶芸を通して思い出と郷土愛を育む

弟子屈中と川湯中の３年生が摩周焼を体験
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11月７日

　町では11月１日、
屈斜路湖にニジマス
を放流しました。
　遊漁振興の一環と
して、1968（昭和43）
年から毎年行ってい
ます。
　併せて、自然や生

命の大切さ、釣りと地域の結びつきについて学んでもらお
うと、今年も和琴小学校（森敏隆校長）の児童を招待。総勢約
20人が和琴半島で放流を行いました。今年は、翌年にでも産
卵可能な体長30センチ前後のニジマス約1,400匹を放流。子
どもたちは元気のよいニジマスに喚声を上げていました。

11月１日

遊魚による地域振興を目指し

屈斜路湖にニジマスを放流
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　弟子屈地区防犯協
会連合会副会長の榎
本克己さん（62歳・川湯
温泉５）が、全国防犯協
会連合会の防犯栄誉
銅章を受章しました。
　伝達式は10月23日、

役場で行われ、弟子屈地区防犯協会連合会の田中冨士男会
長から表彰状が手渡されました。
　榎本さんは、1985年に川湯防犯協会に入会。1989年には
弟子屈地区防犯協会連合会副会長に就任しました。以来、27
年の長きにわたりリーダーシップを発揮し、弟子屈・標茶両地
区の防犯活動に従事したとして、今回の受章となりました。

10月23日

まちの安全を守るために尽力

榎本克己さんに防犯栄誉銅章
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たくさんの人に安全に散策を楽しんでほしい

つつじヶ原自然探勝路を整備
ぼくたちの太鼓を聞いてください

昭栄小児童が特養摩周と厚生病院を慰問
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　弟子屈町森
林組合（山本保
紀代表理事組
合長）の皆さん
が11月19日、
札友内墓地の
伐採を行いま
した。

　墓地内の樹木が伸びて墓碑にかかり支障が出ていたほ
か、日差しが遮られることから、墓参りに訪れる方から不安
の声が上がっていたところ、同組合が社会貢献活動として
伐採を申し出たものです。この日は８人が参加し、重機など
を使いながら丁寧に作業を行いました。

11月19日

伐採により札友内墓地内の環境を整備

森林組合による社会貢献活動

　弟子屈地区
防犯協会連合
会主催の第３
回ジュニア防
犯王争奪選手
権大会が11月
17日、摩周観

光文化センターで開催されました。
　軽スポーツなどや防犯に関する種目などを通して、子ど
もたちが交流を深めるとともに、防犯意識を高めてもらう
ことが目的です。今回は、弟子屈・標茶両町から約150人の小・
中学生が参加。ドッジビーやスポーツ吹き矢、大声コンテス
ト、スポーツチャンバラなどを楽しみました。

楽しいスポーツで交流と防犯意識深める

ジュニア防犯王争奪選手権を開催

　今年度、摩周湖第１展望
台から西別岳山頂までの
登山道を整備するために
調査、設計を行っている環
境省では11月19日、西別小
屋で摩周西別登山道技術
講習会を開催しました。

　利用者の安全を確保しながら、より自然に近い形で整備
する近自然登山道工法を学ぶもので、町内外から登山道関
係者17人が参加。屋久島の登山道も手掛けた西日本科学技
術研究所の福留脩文代表取締役から、工法に関しての考え
方や実践例を聞きました。参加者の皆さんも実際に石を積
み上げる整備作業を行い、一段と理解を深めたようでした。

より自然に近い形での登山道整備を学ぶ

摩周西別登山道技術講習会で知識深める
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11月19日 11月17日

　弟子屈中学校
（吉田亨校長）の２
年生が、音楽の授
業で筝の演奏に
挑戦しました。
　2002年に中学

校の音楽で和楽器が必修となったことを受け、日本の伝統
音楽や和楽器に触れ、関心を高めてほしいと、生田流琴友会
（辻谷武喜代代表）の皆さんの協力のもと、毎年行っています。
昨年から筝が１人に１面割り当てられるようになり、より充
実した、より楽しい指導が行われています。
　この日は、まず初めに筝について学び、その後、同会員の指
導を受けながら、筝に触れ「さくらさくら」を演奏しました。

和楽器って面白い

弟子屈中生徒が音楽の授業で筝（そう）に挑戦

11月21・22日
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　北海道電
力弟子屈営
業所主催の
「科学であそ
ぼ『おもしろ
実験室』」が
11月17日、公

民館で開催されました。
　子どもたちに科学の楽しさを知ってもらおうと毎年開催
されているもので、今回は14人が参加。光の性質について学
んだ後、光ファイバーを使って色が変わる星座ディスプレ
イの制作に挑戦しました。七色に輝く星座ディスプレイに、
子どもたちは歓声を上げていました。

11月17日

実験や制作を通して科学の楽しさに触れる

科学であそぼ おもしろ実験室
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開会式であいさつする来賓の皆さん
愛知会長（右上）、平井知事（右下）、多田副知事（左上）、伊藤局長（左下）

エコツアーを体験する参加者（上・下とも）

特別講演を行ったＣ．Ｗ．ニコル氏


